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登場するかを丹念に紹介し、ムスリムが何 どのように食べるか、そしてそこにはいかなる思いが込められているのかという点に着眼し、イスラー の教えにしたがって生きることの意味を語る。例えば、筆者の大好物であるナツメヤシも、中東 産物だから、滋養があ ら いう理由 らのみならず、預言者ムハンマドの好物でも ったという事実と結びつけられることによってムスリムにとっ 圧倒的な意味をもつ食物とことが明らかにされていく。　
次に、イスラームでは何を食べることが禁じられているかを











をひそめる現地の人々もいないわけではないのも事実で あるが、八木氏の「人間にとってもっとも根源的な欲求であ ところの食欲を自らの意志によって制御す ことが、それを実行する人に精神的、あるいは霊的な力を与える」という説明に、今更ながら至極納得させられると同時に、基本的に全員が毎年決められた一ヶ月の間「絶ちも 」をおこ う理由とし 、日中の断食を解いてすぐ、家族や友人とそろ とる食事であるイフタールがスペシャル感のある「共食 であることが挙げられており、この指摘には目から鱗が落ちた。加え 、ラマダーン月のエンゲル係数が跳ね上 る理由も、ラマダーン月 特異な祝祭の雰囲気が手にとるよう 伝わってく 八木氏の見事な筆致により、この期間にイスラーム圏に滞在したことの人にも十分に理解されるであろう。とりわけ、本書 タイトルとも深い関係のある「慈悲あまねく御方の食卓」と称される施しの実践である「ラマダーン・テーブル」についての解説部分は、イスラーム世界 馴染みの薄い日本人一般 方々 こそ是














が浮かび上がってくることである。編者である沼野氏がまえがきで述べているように、つまりは「 「食」というプリズム 介したユニークな地域研究」書に仕上がっているの 。網羅している地域は、東アジア・東南アジア・南アジア・西アジア・東ヨーロッパ・中ヨーロッパ・西ヨーロッパ・南ヨーロッパ・アメリカ・オセアニア・ フリカと多岐にわたり、言及されていないのは北欧と南極くらいであろうか。昨今、日本で味わうことのできる世界料理は多岐にわたっていると いえ、例えば筆者の研究対象であるイランの料 店はいまひとつ日本に定着せず、さしたる発展もみられ ため普及しているとは言い難いし、イギリス料理やアメリカ料理と われても正直ピンとこない人も多いであろうが、このよう 今ひとつ日本で市民権を得て るとは言い難いような地域の料理につ てもきちんと紙幅が割かれて る が喜ばし し、そこに各 者のフィールドに対する熱い思 が込められ ことがよくわかる仕上がり なっている。　
また、各研究者の専門により、それぞれのエッセイのテイス


























る」ことで人が互いに信頼関係を築き、初めて出会う人とでもかまわず大勢で食卓を囲み、輪になって食することの喜びを伝えたいという思いが通底している、と筆者には感じられた。両書とも、 「孤食」が問題とされている日本社会に対し、警鐘を鳴らす役割をも自然 担っ 結果となったのかもしれない。　
さあ、今夜は何を誰と味わうことにしようか。
                                                                                          （佐々木あや乃）
